














広報かみかわ 42022. 10

　第１３回目となる令和４年度ブロック別懇談会を、各区の三役様を対象に５月30日越知谷ブロックを皮切り
に６月20日長谷ブロックにかけて開催しました。
　今年度は、「さらに加速する人口減少・地域創生」と直面する課題への取組、町民の皆さまの「出番と役割」
発揮による『地域力』の向上が不可欠として、ワクチン接種をはじめとする「新型コロナウイルス感染症対策・
地域経済対策」を進め、「地域創生事業の推進」「安全安心の防災対策」「地域資源の掘り起こし」などの町
政展望を紹介したのち、各地域の抱える課題等について、より掘り下げた内容で皆さまと意見交換が実施で
きるように関係する管理職も出席し、皆さまから貴重なご意見をいただきました。

紙面の都合上、一部抜粋および表現を簡略化しています。すべてのご意見・ご提言はしっかり受け止め、政策に反映して
いきたいと考えています。掲載以外の項目については区長会事務局（総務課）までお問合せください。

総務課　☎34－0001問

●緊急道路の確保として町道の級の見直しを
●除雪対応、坂道の多いところへの配慮を
●除雪機への補助の検討を
●県道岩屋生野線道路拡幅・舗装改良の促進を
●トンネルで新たな人の流れを
●河川の早期整備を
●不法投棄削減のため巡回活動の検討を
●地域交流センター裏の教員住宅の撤去を
●旧越知谷小学校や地域交流センター管理者
　との連絡を密に
●遊歩道の再整備を

●坂田店前交差点を時差式信号への変更を
●県道加美宍粟線の路面・歩道の早期整備を
●落石防護工の設置を
●倉才水路の管理への協力を
●危険木の対策強化を

●カーブミラーの効果が見込
　めない箇所の安全対策を
●防犯灯の設置で安全安心を
●安全安心カプセルの情報
　更新を

●笠形橋下流越知川右岸堤防の法面の対策を
●夏場の防犯対策の強化を
●旧粟賀小学校跡地利用とランニングコスト管理を
●宅地造成に係る民間活用に対する行政の関わり
　の強化を
●企業誘致後の町のフォローを
●河川の浚渫計画、過去に災害があったところを
　優先で
●神崎公民館の跡地活用、廃止する前に新しい絵の
　作成を
●防犯対策の強化を

（５月３０日） （6月３日）

（6月６日）

▲粟賀北懇談会

▲粟賀南懇談会

▲県道岩屋生野線
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●中谷川改修工事の早期着工を
●集会所の横に多目的ドームの設置を
●県砂防堰堤工事着工に向けて県要望を
●河川の立木除去で災害防止を
●太陽光パネル設置事業者に適切な指導を
●こっとん亭前の手すりの早期改修を
●県道加美宍粟線改良工事の促進を
●県道草刈りの早期の完全実施を
●耕作放棄地問題を
●地区防災計画の避難行動への協力を

●金網柵の移動設置に向けた検討を
●山の整備で野生動物との共存を
●バッファゾーンの整備を
●山の再生には広葉樹の管理を
●有害鳥獣対策の後継者育成を
●残土処分地の早期代替地の確保を
●地域自治協議会の位置づけは
●粗大ごみの集積場所は身近な場所を

●旧粟賀小学校跡地の早期利用を
●旧大山小学校跡地公園にも遊具整備を
●銀の馬車道に対する整備強化を
●各種団体役員への負担軽減を
●地区防災計画の行政の関わりの強化を
●新大山橋バス停に繋がる横断歩道の設置を

●自動車のスピード抑制に段差舗装
　などの注意喚起を
●引きこもり対策など、社会
　進出への強化を
●県立はりま姫路総合医療
　センターとの連携強化を
●神崎高校の存続に向けて
　取組強化を

（6月17日）

（6月10日）

（6月13日）

（6月20日）

▲寺前懇談会

▲長谷懇談会

▲旧大山小学校跡地広場

▲県道加美宍粟線

●空き家や休耕田の対応部署の設置を
●交通安全施設の新設設置を
●空き家の除却処理件数の増加を
●共有名義の区所有山林を相続の簡素化を
●新野駅前や跨線橋の適正な管理を
●金網柵の設置費用等の再考を
●支援が必要な子どもへの対策を
●地区防災計画における避難の在り方について






























